




































































　Traditional formal events in Korea are divided into annual events and rites of passage. These annual events and rites of passage 
provide vitality and rest for recovery in people’s lives. Also, in the processes of formal events such as annual events and rites of passage, 
special seasonal cooking is prepared as feasts, and with foods of the four seasons, there are prayers for a good harvest, family blessings, 
rid evil, etc., or offerings are presented as symbols of ancestor worship. In addition, offerings of formal foods play an intermediary role in 
the relationship between spirits and gods with people.
　According to Confucian tradition, Korea’s ancestor worship events are typical formal events expressing Confucian teachings in actions. 
By holding ancestor worship events, people can experience its teachings, and it also leads to social regard. Thus for Koreans, holding 
ancestor worship events is an important lifestyle norm.
　The historical process and characteristics of Korean culture are especially reflected in ritual offerings, with offerings of meat and fish 
dishes, rice cakes and fruit. Thus through ritual offerings, people can gain chances to obtain good quality animal proteins which are rarely 
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韓国の祖先祭祀における儀礼食の特徴と共食
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対象先祖 回数 対象先祖 回数
父 37 曾祖父 12
母 27 曾祖母 12
祖父 23 高祖父 7
祖母 23 高祖母 7




























種類 父 祖父 曾祖 高祖 不遷位
回数 2 1 2 2 1 2 1
費用 20－ 30万 15万 15万 15万 40－ 40－
（ｳｫﾝ）25万 50万 50万
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こべ、御飯に匙をさす行為、酒の注ぎ足しなどの行為は日
常生活では禁忌となっている。
　ところで従来の研究では、祖先祭祀は血縁の紐帯強化機
能だけが強調さてきた。しかし、祖先祭祀を食（儀礼食）
という側面からみると、当該村落の祖先祭祀の飲福慣行に
みられるように、儀礼食の共食慣行は村落社会における人
間関係の維持強化の機能をはたしている。村落社会におけ
る儀礼食の共食慣行を含む贈答交換は村落全体の互恵的生
活互助交換の一輪として機能しており、祖先祭祀には血縁
紐帯の強化機能のみならず、地縁紐帯の強化機能としての
重要な役割をも合わせもっていることわかる。したがって
儀礼食の贈答交換は、村落社会の生活原理・秩序形成にお
ける統合の誘発メカニズムとして働いているのである。
注
（１）韓国では通例「喪礼」という言葉が使われており、それには葬礼
と一部の祖先祭祀の祭礼が含まれている。
（２）今日では冠礼はなくなり、婚礼に吸収・統合されている。
（３）調査対象村落であるＤ里に関する調査地概要については林在圭
1998:45-56や2011:17-29を参照されたい。
（４）『朱子家礼』は、中国の明朝時代（1368-1644）に丘濬が家庭儀
礼に関する朱子の学説を集め、冠婚喪祭の四礼に関する礼制・礼
法を定めた礼書である。朝鮮時代に朱子学が国家政教の基本綱領
として確立され、その遵守が強要される。初期には王家と朝廷の
重臣から士大夫（両班）に、さらに一般庶民にまで普及・普遍化
することになる。
（５）しかし、民間信仰の巫俗においては供養によって個性が浄化され、
祖霊になると考えられている。したがって、韓国の祖先観には二
重構造をもつ。
（６）茶礼という名称は朝鮮時代の『朱子家礼』には記載されておらず、
茶礼の形式と類似するものとして「参礼」と「薦新礼」がある。参
礼と薦新礼は常日頃に行うべき儀礼（通礼）として祭礼に含まれ
ている。しかし参礼は正朝（元旦）や毎月の１日と15日、冬至な
どに祠堂に参拝する儀礼であり、薦新礼は清明・寒食・端午・中
元・重陽などに、祠堂でその折々の時食（季節ものや初物）を供え、
参拝する儀礼であった。こうした参礼や薦新礼が茶礼に統合・吸
収されたものと思われる。なお、参礼や薦新礼は祠堂で行うこと
が定められ、主婦や長女など女性の参与が認められているが、茶
礼は一般に母屋の大床間（大庁）でも行われ、女性の参与は排除
されている。また参礼には時食や別饌はなく、薦新礼だけに時食
を供える。
（７）先祖の墓は日本のように家墓ではなく、基本的には１人１人の土
饅頭の個人墓であるが、地域によっては夫婦墓（合葬）もある。
（８）門中に関する詳細は林在圭1998を参照されたい。
（９）祭儀は命日の前夜12時頃から夜明け１時の間に皆が寝静まった静
かな時間帯に行われたが、近年では決められた時間にはこだわらず、
命日の前日日が暮れたらいつでも適当な時間帯にとり行うように
なっている。
（10）父の忌祭には母も一緒に祀り、母の忌祭には父も祀る。このよう
に韓国では、夫婦を単位に両位を一緒に祀る「合
ハップソル
設」の慣行が原
則となっており、1973年施行の四礼を簡素化した「家庭儀礼準則」
にも夫婦とも亡くなった場合には、両位を祀る合設が原則となっ
ている。
（11）しかしこの原則は必ずしも一貫した慣行とはいえない。当該宗孫
にとっての５代祖は、傍系にとっても一律に５代祖であるわけで
はなく、上位世代の傍系にとっては依然として４代祖である場合
が生じるからである。こうした場合に、世代が最も高く、かつ最
年長者が自分の家に４代祖の位牌を移奉して祀る形式も普及して
おり、それには当該先祖の祭祀田である位
ウ ィ ト
土の問題も絡んでいる。
（12）親尽とは代
デ ジ ン
尽とも呼ばれるが、忌祭を祀る代数が尽きたという意
味であり、日本の弔い上げに相応する。
（13）その代表的なものとしては、調査地には榴谷墓園、楽洞墓園、箭
洞墓園などが造成されている。特に榴谷墓園は派祖以来代々の長
男系の小門中である宗家宅によって、1991年に造成されたもの
であり、散在していた歴代宗孫の墓を1971年頃から、榴
ユッコル
谷とい
う小高いところに移転し、夫婦両位（あるいはそれ以上）をひと
つの墓にして祀っている。この共同墓地の名称は地名に因んで名
付けられ、現在派祖の祖父母をはじめ、12の墓が祀られている。
（14）時祭の費用は各位牌についている祭祀田の位土から賄われるが、た
いがい位牌当たり600-800坪の水田からなる。最近になって共同
墓園の造成が進み、墓ごとに供物を用意せず、位土からの収穫の
一部は門中の宗会費用にまわすことが可能になっている。
（15）元来、『礼記』には夫婦共祭と明示されており、『朱子家禮』にも
亜献官は主婦が務めるとある。しかし、実際には女性（主婦）が
務めることはごく一部にすぎない。それは朝鮮時代の内外法（す
なわち男女有別）の思想の影響によるものである。
（16）最近になって、祭りなどにおいて家で醸す家醸酒が復活する傾向
がみられる。
（17）元来の茶食は茶葉を粉にしてお湯を注いで飲む点茶の意であるが、
名称だけが残り、その内容の実態は変わっている。
（18）餅は穀物調理において御飯炊きに先行する食物で、その歴史は古
く土着性の強い食物である。土着信仰を背景とする豊作祈願の諸
儀礼、災いを防ぐための祭儀、家族の平安と除厄を祈る家内信仰
（家宅告祀）、通過儀礼などの様々な家庭儀礼や年中行事、堂祭・
堂クッの村落信仰等における最も重要な神饌である。特に白餅は
神聖を象徴するものとして、また小豆や黍を用いた赤餅は厄払い
の意味が込められている。
（19）地方や家によっては逆もある。
（20）かつては御飯にクッス（麺料理）も添えたが、今日ではほとんど
供えなくなった。
（21）桃は鬼神を追い払う逐鬼の効力があると信じられ、屋敷地内には
桃の木を植えることを禁じ、祭需にも供えてはならない。
（22）韓国における正式のお辞儀（礼）は「ジョル」と呼ばれ、跪き両
手と頭を床に着けて行うものであり、再拝とはジョルを２回繰り
返すことを意味する。
（23）茅沙とは、砂を入れた器に数本の茅を小さく束ねてものを差した
もので、霊の依代になるものである。
（24）亜献官は地方によって主婦が務めることもある。その場合、主婦
は再拝ではなく、４回のお辞儀をする。
（25）祭祀の儀礼過程のなかで、炙をあげる順序は家によって異なり、最
初から各種の炙を供えておく場合もあるが、当該村落の忠壮公派
門中では初献、亜献、終献の後にそれぞれ肉炙、鶏炙、魚炙の順
に供える。
（26）韓国では「祖先」という言葉は使われていない。
（27）医食同源（薬食同源）に関しては林・秋野2005を参照されたい。
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